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(57)【要約】
本発明は、建造物に関するものであり、その外側筐体は 
、少なくとも１つのファサード部分（２）を備え、当該 
ファサード部分は、太陽放射に対して透過性を有し、当 
該ファサード部分は、建造物の面に置かれ、当該ファサ 
ード部分の少なくとも一部（３、３’）の形状は、地球 
が一回自転するとき、太陽と、地球に対して固定される 
少なくとも１つの固定点（ＰＦ）の間に延在する仮想セ 
グメントによって生成される表面内におおよそ内接し得 
、したがって、上述の仮想セグメントによって生成され 
る円錐台の一部の表面で、当該または各ファサード部分 
（２）は、基線（６）と上縁（７）の間に延在しており 
、それらが一体となることにより、建造物の外側筐体の 
残りの部分から区切られ、この残りの部分は、ほとんど 
または完全に不透明である。建造物は、ファサード部分 
（２）の各上述の部分（３、３’）の外面が、上線（７ 
）の各点において、この点を通過している、局所的な水 
平面に垂直な、すなわち地上面に垂直な直線からセット 
バックしていることと、上述のファサード部（３、３’ 
）の少なくとも１つ（３）が、関係する面に対して凹状 
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 特 に 居 住 用 建 造 物 ま た は 一 般 公 開 さ れ て い る 建 造 物 （ １ ） で あ っ て 、 そ の 外 側 筐 体 （ １  
’ ） は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） 、 選 択 的 に は フ ァ サ ー ド 全 体 を 備 え 、 前  
記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 外 部 （ Ｅ ） と 内 部 （ Ｉ ） を 区 切 り 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 実 質 的  
に そ の 表 面 全 体 に お い て 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 を 有 し 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 前 記 建  
造 物 が 北 半 球 に 配 置 さ れ る と き 南 側 に 方 向 付 け ら れ 、 逆 に 後 者 が 南 半 球 に 配 置 さ れ る と き  
前 記 建 造 物 （ １ ） の 北 側 に 方 向 付 け ら れ た 前 記 建 造 物 （ １ ） の 面 （ ２ ’ ） に 置 か れ 、 前 記  
少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 少 な く と も 一 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 形 状 は 、 地 球 が  
一 回 自 転 す る と き 、 太 陽 と 、 地 球 に 対 し て 固 定 さ れ る 対 応 点 （ Ｐ Ｆ ） の 間 に 延 在 す る 仮 想  
セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 内 に 実 質 的 に 内 接 し 、
　 前 記 ま た は 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 基 線 （ ６ ） と 上 線 ま た は 縁 （ ７ ） の 間 に 延 在 し  
、 そ れ に よ り 、 前 記 建 造 物 （ １ ） の 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） に 対 し て 区 切  
ら れ 、 こ の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） は 、 ほ と ん ど ま た は 全 体 的 に 不 透 明 で あ る 、 建 造 物 （ １ ）  
で あ り 、
　 建 造 物 （ １ ） は 、 フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は フ ァ サ ー ド （ ２ ） の 前 記 ま た は 各 部 分 （ ３ 、 ３  
’ ） の 外 面 が 、 前 記 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 の 一 部 を 形 成 し そ の 仮 想 頂  
点 は 関 連 す る 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） で あ る 錐 台 の 一 部 の 表 面 内 に お お よ そ 内 接 す る こ と と 、 前 記  
フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 各 前 記 部 分 （ ３ 、 ３ ’ ） の 外 面 が 、 前 記 上 縁 （ ７ ） の 各 点 で 、 前  
記 上 縁 （ ７ ） の こ の 点 を 通 過 し て 、 局 所 的 な 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に 垂 直 な 直 線 、 す な わ ち 地 上  
（ ４ ） 面 に 通 常 垂 直 な 直 線 に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク し て 置 か れ 内 方 （ Ｉ ） に 傾 い て い る こ と  
と 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も １ つ （ ３ ） が 、 前 記 外 側 （ Ｅ ） か ら 見 て  
関 係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て 凹 状 ま た は 凹 面 で あ る 前 記 錐 台 部 の 表 面 内 に 内 接 す る こ と と  
を 特 徴 と す る 、 建 造 物 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も 他 方 （ ３ ’ ） が 、 前 記 外 側 （ Ｅ ） か ら 見 た 関  
係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て ド ー ム 状 ま た は 凸 面 で あ る 錐 台 部 の 表 面 に 内 接 す る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も １ つ の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 凹 状 フ ァ サ ー  
ド 部 （ ３ ） が 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 分 け ら れ て 、 重 ね ら れ る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の 面  
は 、 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 下 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 上  
線 （ ７ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ つ の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 凹 状 フ ァ サ ー  
ド 部 （ ３ ） が 、 そ れ ら の 基 線 （ ６ ） が 連 続 し そ れ ら の 上 線 （ ７ ） が 連 続 し た 状 態 で 、 水 平  
方 向 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） の フ ァ サ ー ド が 、 重 ね ら れ た バ ン ド と い う 形 状  
で 少 な く と も ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） に さ ら に 分 割 さ れ 、 そ れ ら は 各 々 、 互 い と 水 平  
方 向 に 隣 接 す る 少 な く と も ２ つ の 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） お よ び ／ ま た は 少 な く と も ２ つ  
の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） を 備 え る 少 な く と も ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 連  
続 体 に よ っ て 形 成 さ れ る 一 方 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 垂 直 方 向 に 互 い と 分 け ら れ 、 こ の  
面 は 前 記 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 前 記 下 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、  
３ ’ ） の 上 線 （ ７ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建  
造 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 隣 接 す る 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） の 連 続 体 に よ っ て 形 成 さ  
れ 、 必 要 で あ れ ば そ の ２ つ の 両 端 は ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） で 終 端 す る こ と と 、 各  
フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 フ ロ ア が い く つ か あ る 建 造 物 （ １ ） の あ る フ ロ ア に 対 応 し ま た  
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は 関 連 し 、 前 記 上 部 フ ロ ア の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 前 記 そ れ ぞ れ の 下 部 フ ロ ア の フ ァ  
サ ー ド 部 分 （ ２ ） に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク さ れ て い る こ と と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載  
の 建 造 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 バ ン ド 形 状 で あ り 選 択 的 に は 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） の 全 幅 に わ た っ て  
単 一 の ピ ー ス で 延 在 す る 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 辺 に 実  
質 的 に 平 行 な 方 向 に 隣 接 し 接 す る ３ つ の 構 成 部 、 す な わ ち 中 央 部 （ ５ ） と ２ つ の 両 端 部 で  
形 成 さ れ る こ と と 、 前 記 ２ つ の 端 部 の 少 な く と も １ つ 、 選 択 的 に は 各 々 が 、 ド ー ム 状 フ ァ  
サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 対 応 す る こ と と 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 中 央 部 （ ５ ） が 、 連 続  
し て 一 体 に 接 続 さ れ 、 適 宜 、 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） ま た は 各 々 に 前 記 上 縁  
（ ７ ） で 、 前 記 基 線 （ ６ ） で 、 か つ そ れ ら の そ れ ぞ れ の 外 面 で 接 続 さ れ る い く つ か の 凹 状  
フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） で 構 成 さ れ る こ と と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ お よ び ６ の い ず れ か １ 項  
に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） が 、 上 か ら 見 て  
ま た は 水 平 面 も し く は 地 上 （ ４ ） 面 の 投 影 で 、 前 記 ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３  
’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 の 間 で 実 質 的 に 直 線 、 凹 面 皿 状 、 ま  
た は 凸 面 皿 状 で あ る 延 在 部 を 有 し 、 互 い と つ な が っ て 終 端 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
７ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） が 、 上 か ら 見 て  
ま た は 地 上 （ ４ ） の 投 影 で 、 少 な く と も １ つ の 凹 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ） お よ び 少 な く と も  
１ つ の 凸 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ’ ） を 有 す る 波 形 形 状 を 有 し 、 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部  
（ ３ ’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 と 一 体 に つ な が る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端  
が 各 々 、 地 上 （ ４ ） に 対 し て 前 記 各 錐 台 部 の 頂 点 に 対 応 し 、 前 記 錐 台 部 は そ れ ぞ れ 、 場 合  
に よ っ て は 類 似 か つ 補 完 的 な 角 度 振 幅 を 有 す る ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ）  
に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建 造 物 で あ っ て 、 そ れ は 、 少 な く と も ２ つ の  
重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） を 備 え 、 そ れ ら の 各 々 は 、 少 な  
く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 各 ス ラ ブ （ ９ ） に よ っ て 互 い か ら  
分 け ら れ 、 前 記 ま た は 各 ス ラ ブ （ ９ ） は 、 真 上 に 置 か れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル に 対 し て 、  
地 面 に 対 応 す る ２ つ の 重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル に 分 け 、 真 下 に 置 か れ た レ ベ ル ま た  
は フ ロ ア に 対 し て 、 前 記 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 の 一 部 に 分 け る こ と と 、 す べ て の  
重 ね ら れ た レ ベ ル ま た は フ ロ ア （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） の 上 線 （ ７ ） は 、 同 一 形 状 で あ  
り 、 前 記 上 縁 （ ７ ） は 、 す べ て が 垂 直 方 向 に 一 致 し て 重 ね ら れ る か ま た は 前 記 す ぐ 下 の 上  
線 （ ７ ） に 対 し て 毎 回 後 部 に オ フ セ ッ ト さ れ る か セ ッ ト バ ッ ク さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、  
建 造 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 居 住 目 的 の ま た は 一 般 公 開 さ れ て い る ア パ ー ト お よ び 建 造 物 の 設 計 お よ  
び 建 設 の 分 野 に 関 す る も の で あ り 、 そ の 建 築 様 式 は 、 １ 年 を 通 じ て 太 陽 放 射 に 関 し て 最 適  
化 さ れ て い る 。 発 明 の 主 題 は 、 よ り 詳 細 に は 、 太 陽 光 線 に 対 し て 透 過 性 を 有 す る 、 少 な く  
と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は フ ァ サ ー ド 部 、 有 利 に は 実 質 的 に 、 定 め ら れ た フ ァ サ ー  
ド 全 体 を 備 え る 建 造 物 で あ り 、 よ り 詳 細 に は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド が ヘ リ オ ダ イ  
ナ ミ ッ ク 建 築 様 式 を 有 す る 建 造 物 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 太 陽 の 動 き に し た が っ て 建 設 さ れ 冬 季 に は 直 接 的 な 日 照 を 最 大 に 活 用 し 夏 季 に は 日 照 へ  
の 暴 露 を 最 小 に す る こ と を 意 図 す る 多 く の ア パ ー ト ま た は 建 造 建 築 物 が 既 に 知 ら れ て い る  
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か く し て 、 発 明 者 は 、 「 ヘ リ オ ド ー ム 」 と 称 さ れ 文 献 Ｆ Ｒ   ２   ８ １ ９   ８ ３ ６ に 記 載  
さ れ た 太 陽 光 建 築 物 を 設 計 し 具 体 的 に 製 造 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 建 築 物 は 、 太 陽 放 射 を 最 大 限 に 考 慮 に 入 れ る こ と を 可 能 と す る が 、 非 常 に 典 型 的 な  
外 形 （ 上 部 が 広 角 の 錐 台 ） 、 複 雑 な 建 築 様 式 、 お よ び 、 建 築 物 の 空 間 占 有 面 積 と 比 べ て 相  
対 的 に 小 さ い 内 部 空 間 を 有 す る も の で あ り 、 活 用 が 難 し い 体 積 の た め そ の 居 住 性 は 最 適 で  
な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 文 献 Ｅ Ｐ   ２   ４ ４ ４   ５ ５ ９ に 記 載 さ れ た 進 化 に よ り 、 前 述 の 制 限 を 克 服 す る た め に  
、 特 定 の 「 ヘ リ オ ド ー ム 」 形 状 ま た は 少 な く と も そ の 一 部 を 、 よ り 従 来 の 形 状 の 建 築 物 に  
組 み 込 ん で 、 よ り 容 易 に 活 用 す る こ と が で き る 内 部 体 積 を も た ら し そ の 製 造 を 簡 素 化 す る  
こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 進 化 で は 、 結 果 と し て 得 ら れ る 建 築 物 は 、 地 球 の 動 き と 調 和  
す る 透 明 な フ ァ サ ー ド を 備 え る 。 し か し な が ら 、 そ れ が な さ れ 、 こ の 文 献 に 提 案 さ れ た 建  
設 的 な 解 決 策 が 示 す よ う に 、 太 陽 放 射 の 制 御 さ れ た 活 用 と 「 ヘ リ オ ド ー ム 」 の 特 定 部 分 の  
相 対 的 サ イ ズ に 関 し て 性 能 レ ベ ル に 兼 ね 合 い を 見 出 さ な け れ ば い け な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 制 御 さ れ た 活 用 と い う 表 現 は 、 本 明 細 書 内 で 、 局 所 的 な 弱 い ／ 短 い 太 陽 光 照 明 の 期 間 中  
の 太 陽 光 に よ る 照 明 お よ び 直 接 的 な 加 熱 の 観 点 か ら の 「 ヘ リ オ ド ー ム 」 部 の プ ラ ス の 貢 献  
の み な ら ず 、 こ の 特 定 部 分 を 通 し て 建 築 物 の 内 部 体 積 で 受 け る 直 接 的 な 太 陽 光 照 明 の 部 分  
を と り わ け 制 限 し 、 そ れ に よ り 、 強 い ／ 長 い 日 照 の 局 所 期 間 中 に 相 対 的 な 涼 し さ が 維 持 さ  
れ る こ と を 保 証 す る と い う 特 性 も 意 図 す る と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 地 球 温 暖 化 に よ り 、  
こ の ２ 番 目 の 特 性 は 、 優 先 度 の 高 い 要 求 と な り つ つ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 外 観 と 居 住 性 の 観 点 か ら の 許 容 可 能 な 兼 ね 合 い の た め 、 「 ヘ リ オ ド ー ム 」 の 特  
定 部 分 の 、 特 に 冬 季 の 加 熱 へ の そ し て 建 造 物 の 照 明 へ の 貢 献 は 必 然 的 に 制 限 さ れ る 。 な ぜ  
な ら 、 表 面 延 在 部 は 、 必 然 的 に 、 相 対 的 に 限 定 さ れ る だ ろ う か ら で あ る 。 逆 に 、 「 ヘ リ オ  
ド ー ム 」 部 分 を 通 過 す る 太 陽 放 射 に よ っ て 建 造 物 内 部 に 良 好 な 明 る さ を も た ら す こ と を 可  
能 と す る に は 、 後 者 は 延 在 さ れ な け れ ば な ら ず 、 そ れ に よ り 、 上 述 の Ｆ Ｒ 文 献 お よ び Ｅ Ｐ  
文 献 に よ っ て 開 示 さ れ た 形 式 を 忠 実 に 順 守 せ ず 、 し た が っ て 建 築 学 的 か つ 建 設 的 に 限 定 さ  
れ た 形 式 、 つ ま り 、 よ り 従 来 の 建 築 物 に そ し て 集 合 住 宅 に 適 用 可 能 で は な い 形 式 に 戻 る こ  
と に よ っ て 、 著 し い 暴 露 期 間 に 太 陽 放 射 の 限 定 が 不 十 分 と な る と い う リ ス ク に ま た も や さ  
ら さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 要 求 に 対 処 す る 解 決 策 を 提 案 す る こ と と 、 上 述 の 既 知 の 解 決 策 の  
制 限 を 克 服 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 目 的 の た め に 、 本 発 明 は 、 建 造 物 、 特 に 居 住 用 建 造 物 ま た は 一 般 公 開 さ れ て い る 建  
造 物 で あ っ て 、 そ の 外 側 筐 体 は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 、 選 択 的 に は フ ァ サ ー  
ド 全 体 を 備 え 、 当 該 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 外 部 と 内 部 を 区 切 り 、 当 該 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 実  
質 的 に そ の 表 面 全 体 に お い て 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 を 有 し 、 当 該 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 当  
該 建 造 物 が 北 半 球 に 配 置 さ れ る と き 南 側 に 方 向 付 け ら れ 、 逆 に 後 者 が 南 半 球 に 配 置 さ れ る  
と き 当 該 建 造 物 の 北 側 に 方 向 付 け ら れ た 当 該 建 造 物 の 面 に 置 か れ 、 当 該 少 な く と も １ つ の  
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フ ァ サ ー ド 部 分 の 少 な く と も 一 部 の 形 状 は 、 地 球 が 一 回 自 転 す る と き 、 太 陽 と 、 地 球 に 対  
し て 固 定 さ れ る 対 応 点 の 間 に 延 在 す る 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 内 に 実 質  
的 に 内 接 す る 、 建 造 物 で あ っ て 、
　 当 該 ま た は 各 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 基 線 と 上 線 ま た は 縁 の 間 に 延 在 し 、 そ れ に よ り 、 建 造  
物 の 外 側 筐 体 の 残 り の 部 分 に 対 し て 区 切 ら れ 、 こ の 残 り の 部 分 は 、 ほ と ん ど ま た は 全 体 的  
に 不 透 明 で あ る 、 建 造 物 で あ り 、
　 建 造 物 は 、 フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は フ ァ サ ー ド の 当 該 ま た は 各 上 述 の 部 分 の 外 面 は 、 上 述  
の 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 の 一 部 を 形 成 し そ の 仮 想 頂 点 は 関 連 す る 固 定  
点 で あ る 錐 台 の 一 部 の 表 面 内 に お お よ そ 内 接 す る こ と と 、 フ ァ サ ー ド 部 分 の 各 上 述 の 部 分  
の 外 面 は 、 上 縁 の 各 点 で 、 こ の 上 縁 の 点 を 通 過 し て 、 局 所 的 な 水 平 面 に 垂 直 な 直 線 、 す な  
わ ち 地 上 面 に 通 常 垂 直 な 直 線 に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク し て 置 か れ 内 方 に 傾 い て い る こ と と 、  
上 述 の フ ァ サ ー ド 部 の 少 な く と も １ つ が 、 外 側 か ら 見 て 関 係 す る 面 に 対 し て 凹 状 ま た は 凹  
面 で あ る 上 述 の 錐 台 部 の 表 面 内 に 内 接 す る こ と と を 特 徴 と す る 、 建 造 物 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か く し て 、 本 発 明 は 、 所 与 の 固 定 点 に 対 し て 、 当 該 固 定 点 を 含 む 水 平 面 の 下 に 置 か れ 、  
反 対 側 ま た は マ イ ナ ス で あ る （ 実 際 に は 、 一 般 に 、 凹 面 錐 台 の 角 度 的 に 制 限 さ れ た 部 分 ）  
で あ る 円 錐 ま た は 円 錐 の 一 部 （ 錐 台 ） も 活 用 す る こ と も 可 能 で あ る と い う 、 発 明 者 に よ っ  
て な さ れ た 予 想 外 か つ 驚 く べ き 発 見 に 依 る も の で あ り 、 当 該 水 平 面 の 上 に 置 か れ る プ ラ ス  
の ま た は ド ー ム 状 の 錐 台 と 同 等 に そ れ を 行 う こ と は 、 同 じ 固 定 点 に 基 づ い て お り 、 最 新 の  
上 述 の 文 献 で 活 用 さ れ る 。 第 １ の 場 合 （ 凹 面 の ま た は 凹 状 の 錐 台 ） 、 仮 想 固 定 点 は 、 関 係  
す る フ ァ サ ー ド 部 分 の 上 縁 の 上 に 置 か れ る こ と と な り 、 第 ２ の 場 合 （ 凸 面 の ま た は ド ー ム  
状 の 錐 台 ） 、 当 該 仮 想 固 定 点 は 、 関 係 す る フ ァ サ ー ド の 基 線 の 下 に 置 か れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 非 限 定 例 と し て 提 供 さ れ 添 付 の 概 略 図 面 を 参 照 し て 説 明 さ れ る 好 ま し い 実 施  
形 態 に 関 す る 以 下 の 説 明 か ら よ り 良 く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ Ａ 】 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 底 部 に お い て ） お よ び ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 上 部 に  
お い て ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 互 い に 重 ね ら れ 、 同 一 の 固 定 点 （ ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 を 区  
切 る 水 平 面 に 置 か れ る ） を 有 し そ れ に 対 し て 対 称 で あ る 円 錐 の 部 分 的 に 密 着 す る 表 面 で あ  
る 、 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 建 造 物 の フ ァ サ ー ド 部 分 の 概 略 図 で あ る （ 非 変 形 視 点 ） 。
【 図 １ Ｂ 】 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 底 部 に お い て ） お よ び ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 上 部 に  
お い て ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 互 い に 重 ね ら れ 、 同 一 の 固 定 点 （ ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 を 区  
切 る 水 平 面 に 置 か れ る ） を 有 し そ れ に 対 し て 対 称 で あ る 円 錐 の 部 分 的 に 密 着 す る 表 面 で あ  
る 、 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 建 造 物 の フ ァ サ ー ド 部 分 の 上 か ら の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 底 部 に お い て ） お よ び ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 上 部 に  
お い て ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 互 い に 重 ね ら れ 、 同 一 の 固 定 点 （ ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 を 区  
切 る 水 平 面 に 置 か れ る ） を 有 し そ れ に 対 し て 対 称 で あ る 円 錐 の 部 分 的 に 密 着 す る 表 面 で あ  
る 、 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 建 造 物 の フ ァ サ ー ド 部 分 の 側 面 図 （ 固 定 点 を 含 み か つ フ ァ サ ー  
ド に 垂 直 な 垂 直 面 に お け る 断 面 で の ） で あ る 。
【 図 １ Ｄ 】 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 底 部 に お い て ） お よ び ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 分 （ 上 部 に  
お い て ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 互 い に 重 ね ら れ 、 同 一 の 固 定 点 （ ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 を 区  
切 る 水 平 面 に 置 か れ る ） を 有 し そ れ に 対 し て 対 称 で あ る （ 図 １ Ｄ で は 、 フ ァ サ ー ド 部 分 は  
地 上 に あ る ） 円 錐 の 部 分 的 に 密 着 す る 表 面 で あ る 、 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 建 造 物 の フ ァ サ  
ー ド 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 ３ レ ベ ル ま た は フ ロ ア を 有 す る 、 発 明 に よ る 建 造 物 の 変 形 実 施 形 態 の 部 分 概 略  
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 ４ レ ベ ル ま た は フ ロ ア を 有 す る 、 発 明 に よ る 建 造 物 の 変 形 実 施 形 態 の 部 分 概 略  
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 発 明 に よ る 、 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 の あ る 建 造 物 の そ し て フ ァ サ ー ド の 構 造  



10

20

30

40

50

JP 2024-530826 A 2024.8.23(6)

的 構 成 に 対 応 す る 上 縁 の 形 状 の 、 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 発 明 に よ る 、 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 の あ る 建 造 物 の そ し て フ ァ サ ー ド の 構 造  
的 構 成 に 対 応 す る 上 縁 の 形 状 の 、 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 発 明 に よ る 、 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 の あ る 建 造 物 の そ し て フ ァ サ ー ド の 構 造  
的 構 成 に 対 応 す る 上 縁 の 形 状 の 、 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｄ 】 発 明 に よ る 、 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 の あ る 建 造 物 の そ し て フ ァ サ ー ド の 構 造  
的 構 成 に 対 応 す る 上 縁 の 形 状 の 、 上 か ら 見 た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｂ と 同 様 の 上 縁 を 有 す る （ 必 要 で あ れ ば 、  
透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造 物 の 透 視  
図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｂ と 同 様 の 上 縁 を 有 す る （ 必 要 で あ れ ば 、  
透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造 物 の 透 視  
図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｂ と 同 様 の 上 縁 を 有 す る （ 必 要 で あ れ ば 、  
透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造 物 の 透 視  
図 で あ る 。
【 図 ４ Ｄ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｂ と 同 様 の 上 縁 を 有 す る （ 必 要 で あ れ ば 、  
透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造 物 の 透 視  
図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 互 い に 異 な る 上 縁 の 他 の 形 状 を 有 す る （ 必 要 で  
あ れ ば 、 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造  
物 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 互 い に 異 な る 上 縁 の 他 の 形 状 を 有 す る （ 必 要 で  
あ れ ば 、 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造  
物 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 互 い に 異 な る 上 縁 の 他 の 形 状 を 有 す る （ 必 要 で  
あ れ ば 、 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造  
物 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｄ 】 発 明 に よ る ２ フ ロ ア を 有 し か つ 互 い に 異 な る 上 縁 の 他 の 形 状 を 有 す る （ 必 要 で  
あ れ ば 、 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部 の み が 表 現 さ れ て い る ） 建 造  
物 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 発 明 に よ る ４ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｃ と 同 様 の 上 縁 お よ び 図 ２ Ｂ と 同 様 の 構 造  
を 有 す る 建 造 物 の 部 分 透 視 図 で あ る （ 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部  
の み が 表 現 さ れ て い る ） 。
【 図 ６ Ｂ 】 発 明 に よ る ４ フ ロ ア を 有 し か つ 図 ３ Ｃ と 同 様 の 上 縁 お よ び 図 ２ Ｂ と 同 様 の 構 造  
を 有 す る 建 造 物 の 部 分 透 視 図 で あ る （ 透 明 な フ ァ サ ー ド の 中 央 部 に 対 応 す る 建 造 物 の 一 部  
の み が 表 現 さ れ て い る ） 。
【 図 ７ 】 一 年 の う ち の あ る 特 定 の 日 々 そ し て 特 定 の 時 間 の （ 場 所 は 北 半 球 、 － 明 る い フ ァ  
サ ー ド 部 は 白 ま た は 透 明 な 色 で あ り 、 日 陰 の フ ァ サ ー ド 部 は グ レ ー 表 示 さ れ て い る ） 、 図  
６ Ａ お よ び ６ Ｂ で 表 現 さ れ る よ う な 建 造 物 へ の 日 光 の 透 過 の 、 サ ム ネ イ ル 画 像 形 式 で の 図  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 建 造 物 （ １ ） 、 特 に 居 住 用 建 造 物 ま た は 一 般 公 開 さ れ て い る 建 造 物 に 関 し 、  
そ の 外 側 筐 体 （ １ ’ ） は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） 、 選 択 的 に は フ ァ サ ー  
ド 全 体 を 備 え 、 当 該 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 外 部 （ Ｅ ） と 内 部 （ Ｉ ） を 区 切 り 、 当 該 フ ァ サ ー  
ド 部 分 は 、 実 質 的 に そ の 表 面 全 体 に お い て 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 を 有 し 、 当 該 フ ァ サ ー  
ド 部 分 は 、 当 該 建 造 物 が 北 半 球 に 配 置 さ れ る と き 南 側 に 方 向 付 け ら れ 、 逆 に 後 者 が 南 半 球  
に 配 置 さ れ る と き 当 該 建 造 物 （ １ ） の 北 側 に 方 向 付 け ら れ た 当 該 建 造 物 （ １ ） の 面 （ ２ ’  
） に 置 か れ る 。 当 該 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 少 な く と も 一 部 （ ３ 、 ３ ’  
） の 形 状 は 、 地 球 が 一 回 自 転 す る と き 、 太 陽 と 、 地 球 に 対 し て 固 定 さ れ る 対 応 点 （ Ｐ Ｆ ）  
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の 間 に 延 在 す る 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 内 に 実 質 的 に 内 接 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 当 該 ま た は 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 基 線 （ ６ ） と 上 線 ま た は 縁 （ ７ ） の 間 に 延 在 し  
、 そ れ ら は 一 緒 に な っ て 、 建 造 物 （ １ ） の 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） に 対 し  
て そ の 境 界 を 定 め 、 こ の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） は 、 ほ と ん ど ま た は 全 体 的 に 不 透 明 で あ る 。  
こ の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） は 、 地 面 （ Ｓ ） に ま で 延 在 す る 屋 根 に よ っ て 、 ま た は ベ ア リ ン グ  
外 部 壁 と 関 連 す る 屋 根 に よ っ て 、 ま た は フ ロ ア が 複 数 あ る ア パ ー ト 建 造 物 の 場 合 、 屋 根 も  
し く は 上 部 ス ラ ブ （ ９ ） お よ び 横 壁 に よ っ て も 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 明 に よ れ ば 、 当 該 建 造 物 （ １ ） は 、 フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は フ ァ サ ー ド （ ２ ） の 当 該 ま  
た は 各 上 述 の 部 分 （ ３ 、 ３ ’ ） の 外 面 は 、 上 述 の 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐  
面 の 一 部 を 形 成 し そ の 仮 想 頂 点 は 関 連 す る 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） で あ る 錐 台 の 一 部 の 表 面 内 に お  
お よ そ 内 接 す る こ と と 、 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 各 上 述 の 部 分 （ ３ 、 ３ ’ ） の 外 面 は 、 上  
縁 （ ７ ） の 各 点 で 、 こ の 上 縁 （ ７ ） の 点 を 通 過 し て 、 局 所 的 な 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に 垂 直 な 直  
線 、 す な わ ち 地 上 （ ４ ） 面 に 通 常 垂 直 な 直 線 に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク し て 置 か れ 内 方 （ Ｉ ）  
に 傾 い て い る こ と と 、 上 述 の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も １ つ （ ３ ） が 、 外 側  
（ Ｅ ） か ら 見 て 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て 凹 状 ま た は 凹 面 で あ る 上 述 の 錐 台 部 の 表 面 内  
に 内 接 す る こ と と を 特 徴 と す る 。 「 錐 台 部 」 と い う 表 現 は 、 本 明 細 書 中 で 、 図 ２ 乃 至 ７ が  
示 す よ う に 、 延 在 し て い る バ ン ド 形 状 の く ぼ ん だ 面 お よ び 錐 台 の 角 度 部 分 と し て 具 体 的 に  
理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に よ る と 、 図 ２ 、 ６ 、 お よ び ７ が 示 す よ う に  
、 凹 状 の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） の み で 構 成 さ れ 得 る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 各 フ ァ サ ー ド 部 分  
の 固 定 点 は 、 高 所 （ 仮 想 点 ） に 置 か れ 、 利 用 さ れ る 凹 状 の 円 錐 台 表 面 バ ン ド は 、 フ ロ ア が  
重 ね ら れ た 建 築 物 で 有 益 に 利 用 す る こ と が で き る 。 変 形 で は 、 こ の フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は  
フ ァ サ ー ド 全 体 の １ つ 以 上 の 部 分 的 領 域 の み が 、 円 錐 台 形 状 （ 外 側 か ら 内 側 に 向 か っ て ）  
の １ つ 以 上 の そ う し た 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 （ 凹 面 の ま た は 凹 状 の 錐 台 部 ） 、 当 該 ま た は 各 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 の 仮 想 固 定 点  
（ Ｐ Ｆ ） は 、 関 係 す る フ ァ サ ー ド 部 分 の 上 縁 （ ７ ） の 上 に 置 か れ る （ 関 係 す る フ ァ サ ー ド  
部 分 に 関 連 す る 当 該 仮 想 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） 、 な ら び に 、 バ ン ド 形 状 の 部 分 が 、 対 応 す る フ ァ  
サ ー ド 部 が そ の 中 に 内 接 す る 錐 台 を 構 成 す る 円 錐 を 部 分 的 に 把 握 す る こ と が で き る 図 ２ Ａ  
、 ２ Ｂ 、 ４ Ａ 、 ４ Ｃ 、 お よ び ６ Ａ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 で は 、 ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド （ ２ ） は 、 底 部 か ら 上 部 に 外 方 に 傾 き 、 空 や 水  
平 線 で は な く 地 面 を 反 射 し 、 結 果 的 に 、 物 質 的 な 障 害 物 に 視 覚 的 に 対 応 す る 画 像 を 投 影 す  
る こ と に も 留 意 さ れ 得 る 。 こ の 、 興 味 深 い 付 随 的 な 特 性 に よ り 、 鳥 が 当 該 ガ ラ ス 張 り フ ァ  
サ ー ド に 衝 突 す る こ と を 回 避 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 図 １ お よ び ３ 乃 至 ５ か ら 明 ら か に な る 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 の フ ァ サ ー  
ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も 一 方 （ ３ ’ ） は 、 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て ド ー ム 状 ま た  
は 凸 面 で あ る 錐 台 部 の 表 面 内 に 内 接 す る 。 こ の 場 合 （ 凸 面 の ま た は ド ー ム 状 の 錐 台 ） 、 当  
該 ま た は 各 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） の 当 該 仮 想 固 定 点 は 、 関 係 す る フ ァ サ ー ド の 基 線 （ ６ ）  
の 下 に 置 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 両 方 の 実 施 形 態 で 、 夏 季 に か つ 冬 季 に 大 き な 明 度 か ら 利 益 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 し  
か し な が ら 、 利 用 さ れ る 具 体 的 な 形 式 に よ り 、 日 照 は 有 利 に 、 夏 季 に 、 か す め て 通 る よ う  
に な り （ ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド 部 分 上 で ） 、 内 部 体 積 を 影 に 保 持 す る （ 夏 季 に 涼 し い ）  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 か く し て 、 発 明 の 標 的 で あ る フ ァ サ ー ド ま た は フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 太 陽 の 軌 道 の 接 線 の  
表 面 ３ 次 元 表 現 に 対 応 す る 。 こ れ ら の 幾 何 学 的 表 現 は 、 垂 直 フ ァ サ ー ド 面 に 対 し て 、 プ ラ  
ス に （ 空 間 、 ド ー ム 状 形 状 ） ま た は マ イ ナ ス に （ 反 対 空 間 、 凹 状 形 状 ） 表 現 さ れ 得 る 。 か  
く し て 、 本 発 明 は 、 ２ つ の 手 法 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 太 陽 に よ っ て 成 形 、 す な わ ち  
夏 季 お よ び 冬 季 そ れ ぞ れ の 太 陽 の 軌 道 に し た が っ て 成 形 さ れ る フ ァ サ ー ド を 提 供 す る 。 夏  
の 日 々 の 日 の 入 り の ラ イ ン は 冬 の 日 々 の 日 の 出 の ラ イ ン に 対 応 し 、 ま た は そ の 逆 で あ り 、  
円 錐 お よ び 錐 台 の 形 状 は 夏 の 日 々 （ 夏 季 に イ ン プ ッ ト を 制 限 す る ） そ し て 冬 の 日 々 （ 冬 季  
に イ ン プ ッ ト を 最 大 化 す る ） そ れ ぞ れ の 太 陽 の 軌 道 に よ っ て 生 成 さ れ る こ と に も 特 に 留 意  
さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 、 発 明 に よ っ て 具 体 的 に 提 案 さ れ た 凹 状 の 円 錐 台 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 突 出 （ ド ー ム  
状 ） 円 錐 台 部 分 と 同 様 に 、 大 き な 明 度 と 共 に 、 夏 季 の 完 全 な 直 接 的 な 非 日 照 と 冬 季 の 最 大  
日 照 の 両 方 を 可 能 と す る 。 そ し て こ の こ と は 結 果 的 に 、 夏 季 に は ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド  
が 太 陽 へ の 直 接 的 な 暴 露 か ら （ 日 陰 で ） 保 護 さ れ 、 冬 季 に は 太 陽 光 線 に 最 初 か ら 最 後 ま で  
さ ら さ れ る （ 冬 季 日 照 の 最 適 な 調 節 ） の で 、 夏 季 の 涼 し く 明 る い 内 部 （ Ｉ ） （ ガ ラ ス 張 り  
面 ） を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 １ の 変 形 に よ り か つ 図 １ が 特 に 示 す よ う に （ ほ ぼ 全 円 錐 部 分  
で あ る 円 錐 台 部 の 場 合 ） 、 ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド （ ３ ’ ） の 少 な く と も 一 部 と 少 な く と も 凹  
状 部 （ ３ ） は 、 重 ね ら れ 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 分 け ら れ る よ う に 配 置 さ れ る 。 こ の 面  
は 、 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 低 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 上  
線 （ ７ ） を 含 む 。 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） を 形 成 す る た め に 繰 り 返 す こ と が で き る 基 部 モ ジ  
ュ ー ル を 構 成 す る こ と が で き る 、 図 １ に 示 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 （ ３  
お よ び ３ ’ ） は 、 そ れ ら の 各 錐 台 の 頂 点 に ま で 延 在 し 、 こ れ ら の 頂 点 は 、 共 通 の 固 定 点 と  
一 致 し 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ が 示 す よ う に 、 こ の 重 な り に よ り 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に お い て ２ つ の 三 角 形 表 面 （ ４  
’ ） を 画 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 当 該 三 角 形 は 、 二 等 辺 形 状 で あ り 、 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） に  
対 し て 対 称 で あ り 、 当 該 点 で そ れ ら の 頂 上 に よ り つ な が っ て い る 。 縁 が セ ン ト ア ン ド リ ュ  
ー ク ロ ス を 画 定 す る こ れ ら の ２ つ の 三 角 形 表 面 は 、 ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ お よ び ３ ’ ）  
に 分 け 、 例 え ば 、 ２ つ の フ ロ ア お よ び ２ つ の 対 応 す る ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ）  
を 有 す る ア パ ー ト に お い て 、 ２ つ の フ ロ ア に 分 け 当 該 面 を 物 理 的 に 具 現 化 す る ス ラ ブ （ ９  
） の 領 域 に 対 応 し 得 る 。 ２ つ の 三 角 形 の 整 列 さ れ た 二 等 辺 の 辺 は 、 ２ つ の 交 差 す る 直 線 を  
画 定 し 、 冬 季 の 日 の 出 お よ び 冬 季 の 日 の 入 り の ラ イ ン に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 文 脈 で 、 固 定 点 は や は り 高 所 に 置 か れ （ 地 上 で は な い ） 、 空 間  
（ ド ー ム 状 形 状 ） と 反 対 空 間 （ 凹 状 形 状 ） の 体 積 は 、 等 し く 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ お よ び ５ の 実 施 例 に 示 さ れ る 、 レ ベ ル が 複 数 あ り 大 き な 横 方 向 寸 法 の ガ ラ ス 張 り の  
柱 間 を 有 す る ア パ ー ト の 文 脈 で 容 易 に 用 い ら れ 得 る 、 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 変 形 に  
よ れ ば 、 ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド （ ３ ’ ） の 少 な く と も 一 部 と 凹 状 フ ァ サ ー ド （ ３ ） の 少 な く  
と も 一 部 は 、 水 平 方 向 に （ ま た は 横 方 向 に ） 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 基 線 （ ６ ） は 連  
続 し 、 そ れ ら の 上 線 （ ７ ） は 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ 乃 至 ５ か ら 明 ら か に な る 別 の 有 利 な 変 形 実 施 形 態 に よ れ ば 、 当 該 建 造 物 （ １ ） の 関  
係 す る 面 （ ２ ’ ） の フ ァ サ ー ド は 、 重 ね ら れ た バ ン ド と い う 形 状 で 少 な く と も ２ つ の フ ァ  
サ ー ド 部 分 （ ２ ） に さ ら に 分 割 さ れ 、 そ れ ら は 各 々 、 互 い と 水 平 方 向 に 隣 接 す る 少 な く と  
も ２ つ の 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） お よ び ／ ま た は 少 な く と も ２ つ の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部  
（ ３ ’ ） を 備 え る 少 な く と も ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 連 続 体 に よ っ て 形 成 さ れ る  
一 方 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 垂 直 方 向 に 互 い と 分 け ら れ 、 こ の 面 は 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （  
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３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 下 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 上 線 （ ７ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 有 利 な 実 施 形 態 に よ り 、 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 隣 接 す る 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ）  
の 連 続 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 必 要 で あ れ ば そ の ２ つ の 両 端 は ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’  
） で 終 端 し 、 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 フ ロ ア が 複 数 あ る 建 造 物 （ １ ） の あ る フ ロ ア に  
対 応 し ま た は 関 連 し 、 上 部 フ ロ ア の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 そ れ ぞ れ の 下 部 フ ロ ア の フ  
ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 発 明 に よ れ ば か つ 図 ３ が 概 略 を 示 す よ う に 、 バ ン ド 形 状 の か つ 選 択 的 に は 建 造 物 （ １ ）  
の 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） の 全 幅 に わ た っ て 単 一 の ピ ー ス で 延 在 す る 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ）  
に 、 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 辺 に 実 質 的 に 平 行 な 方 向 に 隣 接 し 接 す る ３ つ の 構 成 部 、 す な  
わ ち 中 央 部 （ ５ ） と ２ つ の 両 端 部 が 形 成 さ れ 得 ； ２ つ の 端 部 の 少 な く と も １ つ 、 選 択 的 に  
は 各 々 、 が ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 対 応 し 得 、 当 該 フ ァ サ ー ド 部 （ ２ ） の 中 央 部  
（ ５ ） が 、 互 い と 、 そ し て 必 要 で あ れ ば 、 当 該 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） ま た は 各  
々 と 上 縁 （ ７ ） で 、 基 線 （ ６ ） で 、 か つ そ れ ら の そ れ ぞ れ の 外 面 で 連 続 し て 接 続 さ れ る 複  
数 の 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） で 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） と 関 連 す る 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） は 、 上  
か ら 見 て ま た は 水 平 面 も し く は 地 上 （ ４ ） 面 の 投 影 で 、 ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部  
（ ３ ’ ） に 関 連 す る 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 の 間 で 実 質 的 に 直 線 、 凹 面 皿 状 、 ま  
た は 凸 面 皿 状 で あ る 延 在 部 を 有 し 、 互 い と つ な が っ て 終 端 し 得 る （ 図 ３ Ａ 乃 至 ３ Ｃ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 変 形 に お い て か つ 図 ３ Ｄ 、 ４ 、 お よ び ５ が 示 す よ う に 、 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） に 関 連  
す る 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） は 、 上 か ら 見 て ま た は 地 上 （ ４ ） の 投 影 で 、 少 な く と も １  
つ の 凹 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 凸 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ’ ） を 有 す る  
波 形 形 状 を 有 し 、 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 関 連 す る 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ）  
の 上 端 と 一 体 に つ な が る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ 乃 至 ７ で 、 場 合 に よ り 存 在 す る ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） は 表 現 さ れ ず 、  
ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 垂 直 壁 に よ り 横 方 向 に 区 切 ら れ て い る こ と に 留 意 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 様 々 な ガ ラ ス 張 り の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 共 役 の か つ 補 完 的 な 形 状 の ガ ラ ス の シ ー ト  
ま た は パ ネ ル か ら 構 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 そ れ ら が 、 縁 同 士 が 並 置 さ れ て 組 み 立 て ら れ  
、 各 々 が 本 明 細 書 中 で 提 示 さ れ た 発 明 の 建 築 的 原 理 の 適 用 か ら も た ら さ れ る 理 論 的 な 表 面  
に 可 能 な 限 り 近 接 す る よ う に 方 位 付 け ら れ る こ と を 可 能 と す る こ と も 図 ４ 乃 至 ６ か ら 明 ら  
か に な る 。 図 １ Ａ の 破 線 は 、 こ の 図 の 作 成 の た め の 基 本 的 な ガ ラ ス シ ー ト の 構 成 を 区 切 り  
得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 選 択 的 に か つ 図 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ が 例 と し て 示 す よ う に 、 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’  
） に 関 連 す る 上 線 （ ７ ） の 部 分 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 は 各 々 、 地 上 （ ４ ） に 対 し て 各 錐 台 部 の 頂  
点 に 対 応 し － 地 上 形 成 領 域 ま た は ス ラ ブ で あ り 、 錐 台 部 は そ れ ぞ れ 、 場 合 に よ っ て は 類 似  
か つ 補 完 的 な 角 度 振 幅 を 有 す る ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ 乃 至 ６ か ら も 明 ら か に な る 有 利 な 建 築 的 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 建 造 物 （ １ ） は 、 少  
な く と も ２ つ の 重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） を 備 え 、 そ れ ら  
の 各 々 は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 各 ス ラ ブ （ ９ ） に  
よ っ て 互 い か ら 分 け ら れ 、 当 該 ま た は 各 ス ラ ブ （ ９ ） は 、 真 上 に 置 か れ た フ ロ ア ま た は レ  
ベ ル に 対 し て 、 地 上 に 対 応 す る ２ つ の 重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル に 分 け 、 真 下 に 置 か  
れ た レ ベ ル ま た は フ ロ ア に 対 し て 、 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 の 一 部 に 分 け る 。 さ ら  
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に 、 す べ て の 重 ね ら れ た レ ベ ル ま た は フ ロ ア （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） の 上 線 （ ７ ） は 同  
一 形 状 で あ り 、 当 該 上 縁 （ ７ ） は 、 す べ て が 垂 直 方 向 に 一 致 し て 重 ね ら れ る か ま た は す ぐ  
下 の 上 線 （ ７ ） に 対 し て 毎 回 後 部 に オ フ セ ッ ト さ れ る か セ ッ ト バ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 明 ら か に 、 本 発 明 は 、 添 付 図 面 に 記 載 さ れ 表 現 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な  
い 。 特 に 様 々 な 要 素 の 構 造 の 観 点 か ら ま た は 技 術 的 等 価 物 の 置 換 に よ っ て 、 発 明 の 保 護 範  
囲 か ら い か な る 方 法 に よ っ て も 逸 脱 す る こ と な く 、 変 形 は 可 能 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 １ Ｃ 】 【 図 １ Ｄ 】

【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ３ Ｄ 】
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【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ４ Ｄ 】
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【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ５ Ｄ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 7 月 5 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 特 に 居 住 用 建 造 物 ま た は 一 般 公 開 さ れ て い る 建 造 物 （ １ ） で あ っ て 、 そ の 外 側 筐 体 （ １  
’ ） は 、 少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） 、 選 択 的 に は フ ァ サ ー ド 全 体 を 備 え 、 前  
記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 外 部 （ Ｅ ） と 内 部 （ Ｉ ） を 区 切 り 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 実 質 的  
に そ の 表 面 全 体 に お い て 太 陽 放 射 に 対 し て 透 過 性 を 有 し 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 は 、 前 記 建  
造 物 が 北 半 球 に 配 置 さ れ る と き 南 側 に 方 向 付 け ら れ 、 逆 に 後 者 が 南 半 球 に 配 置 さ れ る と き  
前 記 建 造 物 （ １ ） の 北 側 に 方 向 付 け ら れ た 前 記 建 造 物 （ １ ） の 面 （ ２ ’ ） に 置 か れ 、 前 記  
少 な く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 少 な く と も 一 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 形 状 は 、 地 球 が  
一 回 自 転 す る と き 、 太 陽 と 、 地 球 に 対 し て 固 定 さ れ る 対 応 点 （ Ｐ Ｆ ） の 間 に 延 在 す る 仮 想  
セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 内 に 実 質 的 に 内 接 し 、
　 前 記 ま た は 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 基 線 （ ６ ） と 上 線 ま た は 縁 （ ７ ） の 間 に 延 在 し  
、 そ れ に よ り 、 前 記 建 造 物 （ １ ） の 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） に 対 し て 区 切  
ら れ 、 こ の 残 り の 部 分 （ １ ’ ’ ） は 、 ほ と ん ど ま た は 全 体 的 に 不 透 明 で あ る 、 建 造 物 （ １ ）  
で あ り 、
　 建 造 物 （ １ ） は 、 フ ァ サ ー ド 部 分 ま た は フ ァ サ ー ド （ ２ ） の 前 記 ま た は 各 部 分 （ ３ 、 ３  
’ ） の 外 面 が 、 関 連 す る 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） を 包 含 す る 水 平 面 の 下 に 置 か れ 、 か つ そ の 仮 想 頂  
点 は 、 関 係 す る フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 部 分 （ ３ 、 ３ ’ ） の 関 連 す る 上 縁 （ ７ ） の 上 に 置  
か れ る 固 定 点 （ Ｐ Ｆ ） で あ る 、 前 記 仮 想 セ グ メ ン ト に よ っ て 生 成 さ れ る 円 錐 面 の 一 部 を 形  
成 す る 錐 台 の 一 部 の 表 面 内 に お お よ そ 内 接 す る こ と と 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 各 前  
記 部 分 （ ３ 、 ３ ’ ） の 外 面 が 、 前 記 上 縁 （ ７ ） の 各 点 で 、 前 記 上 縁 （ ７ ） の こ の 点 を 通 過  
し て 、 局 所 的 な 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に 垂 直 な 直 線 、 す な わ ち 地 上 （ ４ ） 面 に 通 常 垂 直 な 直 線 に  
対 し て セ ッ ト バ ッ ク し て 置 か れ 内 方 （ Ｉ ） に 傾 い て い る こ と と 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２  
） を 形 成 す る 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も １ つ （ ３ ） が 、 前 記 外 側 （ Ｅ  
） か ら 見 て 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て 凹 状 ま た は 凹 面 で あ る 前 記 錐 台 部 の 表 面 内 に 内 接  
す る こ と と を 特 徴 と す る 、 建 造 物 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 少 な く と も 他 方 （ ３ ’ ） が 、 前 記 外 側 （ Ｅ ） か ら 見 た 関  
係 す る 面 （ ２ ’ ） に 対 し て ド ー ム 状 ま た は 凸 面 で あ る 錐 台 部 の 表 面 に 内 接 す る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も １ つ の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 凹 状 フ ァ サ ー  
ド 部 （ ３ ） が 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 分 け ら れ て 、 重 ね ら れ る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の 面  
は 、 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 下 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 上  
線 （ ７ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ つ の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 凹 状 フ ァ サ ー  
ド 部 （ ３ ） が 、 そ れ ら の 基 線 （ ６ ） が 連 続 し そ れ ら の 上 線 （ ７ ） が 連 続 し た 状 態 で 、 水 平  
方 向 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） の フ ァ サ ー ド が 、 重 ね ら れ た バ ン ド と い う 形 状  
で 少 な く と も ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） に さ ら に 分 割 さ れ 、 そ れ ら は 各 々 、 互 い と 水 平  
方 向 に 隣 接 す る 少 な く と も ２ つ の 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） お よ び ／ ま た は 少 な く と も ２ つ  
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の ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） を 備 え る 少 な く と も ２ つ の フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 連  
続 体 に よ っ て 形 成 さ れ る 一 方 、 水 平 面 （ Ｐ Ｈ ） に よ っ て 垂 直 方 向 に 互 い と 分 け ら れ 、 こ の  
面 は 前 記 上 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、 ３ ’ ） の 基 線 （ ６ ） お よ び 前 記 下 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ 、  
３ ’ ） の 上 線 （ ７ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建  
造 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 隣 接 す る 凹 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） の 連 続 体 に よ っ て 形 成 さ  
れ 、 必 要 で あ れ ば そ の ２ つ の 両 端 は ド ー ム 状 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） で 終 端 す る こ と と 、 各  
フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 フ ロ ア が い く つ か あ る 建 造 物 （ １ ） の あ る フ ロ ア に 対 応 し ま た  
は 関 連 し 、 前 記 上 部 フ ロ ア の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） は 、 前 記 そ れ ぞ れ の 下 部 フ ロ ア の フ ァ  
サ ー ド 部 分 （ ２ ） に 対 し て セ ッ ト バ ッ ク さ れ て い る こ と と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載  
の 建 造 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 バ ン ド 形 状 で あ り 選 択 的 に は 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 面 （ ２ ’ ） の 全 幅 に わ た っ て  
単 一 の ピ ー ス で 延 在 す る 各 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） が 、 前 記 建 造 物 （ １ ） の 関 係 す る 辺 に 実  
質 的 に 平 行 な 方 向 に 隣 接 し 接 す る ３ つ の 構 成 部 、 す な わ ち 中 央 部 （ ５ ） と ２ つ の 両 端 部 で  
形 成 さ れ る こ と と 、 前 記 ２ つ の 端 部 の 少 な く と も １ つ 、 選 択 的 に は 各 々 が 、 ド ー ム 状 フ ァ  
サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 対 応 す る こ と と 、 前 記 フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） の 中 央 部 （ ５ ） が 、 連 続  
し て 一 体 に 接 続 さ れ 、 適 宜 、 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） ま た は 各 々 に 前 記 上 縁  
（ ７ ） で 、 前 記 基 線 （ ６ ） で 、 か つ そ れ ら の そ れ ぞ れ の 外 面 で 接 続 さ れ る い く つ か の 凹 状  
フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ） で 構 成 さ れ る こ と と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ お よ び ６ の い ず れ か １ 項  
に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） が 、 上 か ら 見 て  
ま た は 水 平 面 も し く は 地 上 （ ４ ） 面 の 投 影 で 、 前 記 ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３  
’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 の 間 で 実 質 的 に 直 線 、 凹 面 皿 状 、 ま  
た は 凸 面 皿 状 で あ る 延 在 部 を 有 し 、 互 い と つ な が っ て 終 端 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項  
７ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 中 央 フ ァ サ ー ド 部 （ ５ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ） が 、 上 か ら 見 て  
ま た は 地 上 （ ４ ） の 投 影 で 、 少 な く と も １ つ の 凹 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ） お よ び 少 な く と も  
１ つ の 凸 面 セ グ メ ン ト （ １ ０ ’ ） を 有 す る 波 形 形 状 を 有 し 、 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部  
（ ３ ’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端 と 一 体 に つ な が る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ２ つ の 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ） に 関 連 す る 前 記 上 線 （ ７ ） の 一 部 （ ７ ’ ’ ） の 上 端  
が 各 々 、 地 上 （ ４ ） に 対 し て 前 記 各 錐 台 部 の 頂 点 に 対 応 し 、 前 記 錐 台 部 は そ れ ぞ れ 、 場 合  
に よ っ て は 類 似 か つ 補 完 的 な 角 度 振 幅 を 有 す る ２ つ の ド ー ム 状 端 部 フ ァ サ ー ド 部 （ ３ ’ ）  
に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建 造 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 建 造 物 で あ っ て 、 そ れ は 、 少 な く と も ２ つ の  
重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） を 備 え 、 そ れ ら の 各 々 は 、 少 な  
く と も １ つ の フ ァ サ ー ド 部 分 （ ２ ） を 備 え 、 そ れ ら は 、 各 ス ラ ブ （ ９ ） に よ っ て 互 い か ら  
分 け ら れ 、 前 記 ま た は 各 ス ラ ブ （ ９ ） は 、 真 上 に 置 か れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル に 対 し て 、  
地 面 に 対 応 す る ２ つ の 重 ね ら れ た フ ロ ア ま た は レ ベ ル に 分 け 、 真 下 に 置 か れ た レ ベ ル ま た  
は フ ロ ア に 対 し て 、 前 記 外 側 筐 体 （ １ ’ ） の 残 り の 部 分 の 一 部 に 分 け る こ と と 、 す べ て の  
重 ね ら れ た レ ベ ル ま た は フ ロ ア （ ８ 、 ８ ’ 、 ８ ’ ’ 、 ８ ’ ’ ’ ） の 上 線 （ ７ ） は 、 同 一 形 状 で あ  
り 、 前 記 上 縁 （ ７ ） は 、 す べ て が 垂 直 方 向 に 一 致 し て 重 ね ら れ る か ま た は 前 記 す ぐ 下 の 上  
線 （ ７ ） に 対 し て 毎 回 後 部 に オ フ セ ッ ト さ れ る か セ ッ ト バ ッ ク さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、  
建 造 物 。
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【要約の続き】
または凹面である円錐台部の表面内に内接し得ることとを特徴とする。
【選択図】図１Ａ


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

